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―Zoom と Google Classroomを併用した日本語教育― 
How Did Japanese Teachers and Learners Evaluate Online Classes?: 


























が重視される学習活動は Zoom などのオンライン会議システム、それ以外は Learning 
Management System (LMS)などを用いた同期型・非同期型を組み合わせる形の教育を勧めて
いる。 










1.1  言語教育における LMS（Learning Management System）の活用  










LMSで近年利用が増加しているものが Google Classroomである。Google Classroomは
Googleによって 2017 年に無償で一般公開されており、Googleが提供する教育機関向けの





2016、Smith 2016、Smith & Enochs 2018）。さらに、留学生教育で使用する際の重要な利
点として Googleの提供する多言語サービスを利用できることが挙げられ、外国語教育の現
場での活用例として、学生の英語のエッセイ課題のフィードバックへの活用などが報告さ

















2 執筆は要旨、1、7を村田、2~3 と 6を河内、4･５を河内･長谷川、内容チェックを竹山･池田が担当。 




















































で LMSとして Google Classroomを活用してきた。これに加えて、コロナ禍での授業のオン
ライン化により、2020 年度春学期・秋学期は全科目において Google Classroomと Zoomに
よる双方向授業を取り入れる形で行うことになった。本稿は以下の 2 点について分析する。 
1)Zoomによる同期型ツールと Google Classroomによる非同期型ツールは日本語教育プ
ログラムにおいてどのように活用されたのか。 
2)Zoomと Google Classroomを併用した授業を教員・学習者はどのようにとらえたか。 
 
3．日本語教育プログラムにおける Zoom と Google Classroom の使用実態  
本節では、所属大学の日本語教育プログラムにおけるオンラインツールの活用状況を分








練習を行う。最後に③「まとめ」として授業後の課題を Google Classroom で配信する流れ
を採用している。 
3.1  日本語教育プログラムで使用した Zoomの機能 










3 日本語教育プログラムには J1から J7までの７レベルがあるが、本稿では大きく初級（J1～J3）、中級
（J4、J5）、上級（J6、J7）の３レベルに分ける。 








【表 1 日本語教育プログラムで用いた Zoomの活用状況】 
 Zoomの機能 使用割合 活用方法 
1 全体セッション 100％ ・教員の説明（PPT使用） 
・全体での情報共有、意見交換 
・聴解練習 

















5 反応（リアクション） 35％ ・解答の選択 
・質問時の挙手 
・発表後の拍手 
6 投票 29％ ・解答の選択 
・学生へのアンケート 
7 待機室 33％ ・面接形式の試験の際、自分の順番まで待機 












11 バーチャル背景 35％ ・会話の場面作り 
（特定のレベルで用いられた使用方法を【 】で示した） 
 






















































Google Drive  初級、中級 
5 録音課題 自分で録音した独話・会話の提
出と FB 
Google Drive 中級、上級 
6 録画課題 発 表 授 業 の 録 画 振 り 返 り
（Google Forms を用いた自己評
価も含む） 



















Google Slide  上級 


















４．教員による Zoom と Google Classroom の評価 
 本節では、教員アンケートの結果について分析する。2020 年秋学期の授業が終了した直
後の１月下旬に、日本語教育プログラムの初級９科目、中級 15 科目、上級 24 科目を担当
 
5 表２の「Google Classroomと連動する Google アプリ」の欄に示した通り、学生連絡には Gmail、 自動採
点の宿題には Google Forms、課題の保存には Google Drive、 作文作成とフィードバックには Google 
Document、 発表スライドとしては Google Slide、 成績管理には Google Spreadsheetなど、Googleの提供す
るさまざまなアプリケーションを Google Classroomの一環として活用している。 




する教員 17 名に、オンライン授業に関するアンケート調査を行った。Google Formsを用い







図 2、図 3は Zoomと Google Classroomに対する教員の評価である。 
  
【図２ Zoomの教員評価】 【図 3 Google Classroomの教員評価】 
 
4.1  Zoomに対する教員の評価 




 個別の機能についても全体的に高評価で、「画面共有(とてもいい 69％、いい 23％)」




4.1.2  教員の感じた Zoomのメリットとデメリット  
 17名の教員に Zoom・Google Classroomを併用したオンライン授業のメリットとデメリッ






6 「あまりよくない」と評価した上級 4科目は同一教員が担当しており、好みが影響する可能性もある。 




【表 3 教員の感じた Zoomのメリットとデメリット】 
































































































4.2  Google Classroomに対する教員の評価 
4.2.1  Google Classroomの評価 











Google Classroom 日本語版に 2020 年 11 月に新たに追加された「独自性レポート」機能で
あるが、主に上級以上の作文科目での使用が想定されるため、使用率が低かったものと考
えられる。また、コロナ禍のオンライン化によって Google Classroom を使い始めた教員は
これらの機能を使いこなせなかった可能性も考えられる。 




4.2.2  教員の感じた Google Classroomのメリットとデメリット 
次に、教員にとっての Google Classroomのメリットとデメリットを表４に示す。 
 
【表 4 教員の感じた Google Classroomのメリット・デメリット】 
 Google Classroomのメリット Google Classroomのデメリット 
①出席・試験 ・成績管理がしやすい コメントなし 


























































ら Google Classroom を使用しており、また、2020 年春学期の開始前に Zoom と Google 
Classroomの講習会を行い、定期的にサロンを開催して教員間で情報共有をしてきた。この
ような継続的な協働学習の効果が Zoom と Google Classroom の習熟につながり、オンライ
ン授業の肯定的な評価につながったのではないかと思われる。 
  
５．学習者による Zoom と Google Classroom の評価 
 次に学習者がZoomとGoogle Classroomをどのように受け止めたのかを示す。以下、2020
年春学期・秋学期のコロナ禍でのオンライン授業に関する学習者アンケートの結果を分析
する。アンケートは学期終了時に Google Forms を用いてクラスごとに実施した。アンケー
トは 2020年度春学期と秋学期に JLP科目を履修していた学習者に実施し、103名の有効回
答を得た。２回以上回答した学習者もいるが、異なる科目について回答しているため、延
べ人数 124名を用いる。回答者 124名のレベルは初級 12 名（10％）、中級 40名（32％）、
上級 72 名（58％）である。 




図５、図６は Zoomと Google Classroomに対する学習者の評価である。 
 
  
【図 5 Zoomに対する学習者の評価】 【図 6 Google Classroomに対する学習者の評価】 
5.1  Zoomに対する学習者の評価 













5.2  Google Classroomに対する学習者の評価 
 Google Classroomに対しても、回答者延べ124名中103名（83％）が「とてもいい」「い
い」を選択し、肯定的に評価していた（図６）。一方、インターネット環境によっては
Google Classroom にアクセスするために VPN 接続しなければならず、ネットワークが不安
定というデメリットが指摘されている。 
































































リットに感じた学習者もいた。③Google Classroom を使用する際に、環境によっては VPN
接続が必要なため、学習者のみ波線部「VPN接続でネットが不安定」が見られた。 











【表 5 教員・学習者のオンライン授業のとらえかたの比較】 
























cほかの学生の顔がわか       
 る 








































VPN接続でネット不安定   
 
6.3  先行研究のオンライン授業と同期・非同期を併用した調査結果の比較 
 本稿の調査結果を、Zoomで英語教育実践を行ったNurieva & Garaeva(2020)、初級レベル
でオンライン授業を実践した木原・板橋・河住・高邑(2005)・藤本(2011)の結果と比べる。 
6.3.1  英語教育における同期型授業と日本語教育における同期型・非同期型併用の授業 
 Nurieva & Garaeva(2020)と本稿の調査結果はほぼ共通していたが、本稿は教員・学生と
もにオンライン授業に対する評価が Nurieva & Garaeva(2020)より高かった。この要因とし










かったのは Google Classroom の併用による。Google Forms の自動採点機能や剽窃チェック
機能、コメント機能、メール送信機能などを使うことで解決された。本稿のZoom・Google 
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